
UA&P/SGRA 日本研究ネットワーク

カカビビテテ経経済済特特区区
「共有された成長」の観点からの分析

第 3回 共 有 さ れ た 成 長 セ ミ ナ ー

プログラムの要旨 (2005年1月26日現在 )

1. 開会挨拶

　藤井伸夫（SAN TECHNOLOGY  社長）

    トマス・アキノ博士　（通産副大臣）

2. 経済特区レベルの分析 :

     「CEZ ベンチマークを利用する自己評価」  

by  フェルディナンド・C・マキト (UA&P 研究助教授 ; 

SGRA 研究員 ; 東京大学経済博士 )

3. 産業・地域レベルの分析 : 

     「電子産業における企業環境分析」

by ピター・リー・ユウ (UA&P 産業経済プログラム ディ

レクター ; パデュー大学経済学博士 )

4. ネットワークのオンライサービス紹介

5. フィードバック・アンケート等

6. 質疑応答

日時 : 2005 年 4月 20日（水）

場所 :カビテ州ロサリオ CEZIA クラブハウス
対象とする参加者 : 

経済特区にある日系企業あるいは関係団体（フィリピ

ン系及び日系）の役員やマネージャー、スタッフ

言語 : 英語

( 必要に応じて日本語の配布資料を用意いたします )

ケース・スタディを行う。まず、改良されたい
くつかのベンチマーク（例えば：経済特区の生
産効率、雇用の安定性、輸出率、日米の GNPや
為替レートに対する反応）を提示し、これに対
していくつかの特区を評価する。次に、この分
析で提示されたベンチマークを利用し、CEZ に
ある企業（匿名）を評価する。

上述のケース・スタディを補完するものとして、
電子産業を対象に、産業分析という形の企業環境
分析を提案する。インプット・アウトプットのモ
デルを用いて、フィリピン経済や地域に対する電
子産業の貢献度を計る。特区にあるいくつかの企
業を調査して、地域に対する貢献度を計る。

お気軽にご連絡ください
セミナー前の説明会

希望する 希望しない

ご予約をなさりたいですか

そうであれば、何人ですか

お名前 :_________________________________________________

所属 :___________________________________________________

FAX :___________________________________________________

EMAIL:__________________________________________________

住所 :___________________________________________________

________________________________________________________

簡単な発表と質疑応答を行うためにいつでも無料
で伺います。ただし、マニラ都とその近辺に限り
ます。

FAX: 681-9424 or EMAIL: maquito@aisf.or.jpFAX: 681-9424 or EMAIL: maquito@aisf.or.jp

参加費 : 一人 3,000 ペソ 
早め予約の割引
  10% ー 2月中での予約
    5% ー 3 月中での予約
団体割引 : 4 人に一人無料
AUBの特別割引　交渉可能
お支払いは現金か SGRA Philippines（受取
人）宛の小切手でお願いします。 

最新版は以下のサイトをご覧下さい :

www.aisf.or.jp/sgra/uapsgra

協　賛

協力： フィリピン通産省 協賛（日本側）： 三橋正明　藤井伸夫　今西淳子


